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確率予報の評価について 
―降水確率予報を例にして― 
On the Evaluation for Probabiliサ Forecast 
-Taking Precipitation Probability Forecast for an Example- 
榛葉 豊＊ 
Yutaka SHINBA 
Abstract 〕： We discuss some problems around the evaluation for probabiliり forecast system. The validation 
method of probabilistic categorical proposition and probabilistic proposition are investigated, wi山 weather 
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加％正解した場合に，0 点.100%の正解は 100 点でその
間は何らかの方式で補間をするというのは良くないだろ








どあり得ないだろう.50%以下は全て 0 点なのだろうか． 
受験者の立場ではなく，出題者側の立場からいうと，情報
伝達理論の観点からは‘ 30％の正解率なら，解答の反対が







もあるが, ランダム解答ならぬ，いつも同じ事をいうとい  
うのはどうだろうか. 統計的にいえば，事象が「晴れ」と 
「雨」の 2 つだとして，事前確率がたとえば雨が 30%と
わかっているとすると，いつも「晴れ」と予言していると， 
7｛〕％は的中する．日本の天気では実際そのようになっでい











































（気象庁は 10%刻みで発表 Uているので Ii カテゴリーで 
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ら, その観測点で「降った」になる. それ以上の降水 
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